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いま日本に起きていること 
         （１）力の政策へのめり
込み 
◇際限ない日米一体化 

 「米艦・米機を防護…日米同盟はかつてなく強固」（施政方針） 

 ＊安保法制…非戦闘地域をなくす・平時から米艦・機防護 

      米機への給油・修理が可能 

◇「専守防衛、従来の延長ではない防衛力を検討」（同上） 

 長距離巡航ミサイルの導入・イージス・アショア 

 

＊他国に脅威を与えない専守防衛から、二重の逸脱 

 なぜ?…力に頼る「抑止一辺倒」 
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いま日本に起きていること 
       （２）不安が単純な答えを求め

る      
◇ミサイルへの不安が単純な答えを求める 

 ＊ミサイルが怖い⇒北朝鮮をやっつければいい 

◇戦争は、自然災害ではない 

 ＊誰が・何の目的で⇒それを止めればいい 

◇戦争に勝つか問題を解決するか？ 

 ＊勝てば、次の戦争に備えなければ 

      ⇒相手が納得しなければ解決はない 
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戦争とは何か、平和とは何か？ 
        ＜平和を望むなら、戦争を理解する
＞ 

◇戦争＝国家（共同体）が暴力で意志を強制する行為 

   

◇平和＝戦争のない状態か、戦争の恐怖からの解放か 

 ＊抑止･･･より強い暴力の示威による戦争意志の抑圧 

   対立⇒抑止⇒対立…永遠に恐怖は続く 

 ＊和解…戦争のもとになる対立をなくす 

 戦争で失うもの…命    

 和解で失うもの…利益、名誉 

    ⇒本当に守りたいものは何か？ 
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現代の戦争はなぜ起きるか 
          ＜分断・排除の世界の中で＞ 

 
 

◇戦争要因は富と名誉と恐怖＜トゥキュディデス＞ 

  グローバル化①相互依存＝利益の戦争は割に合わない 

        ②負の依存＝アイデンティティー 

  相手を邪悪とする敵意⇒負ける恐怖 

◇グローバル化の陰 

  均質化･･･自分が必要でない世界（疎外） 

  競争万能・格差拡大･･･貧しさ＝不当に扱われている意識 

 

 ⇒他者の否定による自己承認⇒暴力の正当化 

  ナショナリズム・テロリズム  
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戦争の選択を誰が止めるのか？ 
            ＜国民感情と政治＞ 

◇戦争は他の手段による政治＜クラウゼヴィッツ＞ 

  …戦争か和解か、どの程度やるかは政治目的で決まる 

＊戦争の三位一体 

  …国民（感情）・軍隊（アート）・政府（理性） 

  

◇戦争のカギは国民感情  

⇒世論を煽れば戦争、鎮めれば選挙に勝てない政治の矛盾 

 ＊政治を決める国民の自覚以外に止めるものはない 
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人はなぜ戦争を肯定するのか？ 
        ＜究極の自己実現としての戦死＞ 

◇「殺したいから」は殺人、「死んでもいいから」戦争 

 ＊命を差し出す⇒生きるよりも価値…国家のため＝英霊 

 ＊敵がわからない戦争⇒兵士のトラウマ 

 

◇「国家のために死ね」と誰が言えるか？  

  ⇒戦場に行く若者の犠牲を、どのように受け入れるか 

  ⇒自分がやりたくないことを他人にやらせる正義はあるか 
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日本が直面する三つの戦争 
     ＜誰の、何のための戦争か、どう関わるか？＞ 

◇三つの戦争 

＊北朝鮮からミサイルが飛んでくる 

 アメリカと北朝鮮＝生存と覇権の対立 

＊中国が島を獲る 

 日中＝名誉（主権）の対立・米中＝覇権の対立 

＊テロに巻き込まれる 

 米国文明の否定・宗派・部族＝アイデンティティーの対立 

⇒主体・目的が違う戦争･･･日米という処方箋は答えにならない 

2018/7/26 8 



「アメリカの抑止力」でミサイルを防げる
か？ 
 ＜ミサイルを撃ち漏らせばアメリカが報復・・・安倍首相答弁
＞ 

◇報復の威嚇による抑止の限界 

 ＊アメリカは自国の犠牲を顧みず報復するか？ 

  相手が恐れ入って撃ってこないか？ 

 ＊撃ち漏らす＝日本に着弾する･･･被害に耐えるか？ 

 ∴抑止と安全・安心は両立しない 

◇ミサイルを１００%防げない⇒飛んでこないようにする 

 ＊脅威＝能力×意図  

  なぜミサイルが来るか…そこに米軍がいる＝戦場は日本 
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北朝鮮核問題の解決とは何か？ 
      ＜戦争に勝つことと解決することは違う＞ 

◇圧力外交の手詰まり 

 ＊戦争の条件…勝つ見通し、損害が軽微、戦後の安定 

 ＊北朝鮮の動機…アメリカを抑止する核能力 

 ⇒見通しのない圧力拡大⇒衝突の危険 

◇戦争（強制）できなければ利益誘導（報償） 

 ＊敵対関係の緩和による体制保証⇒核の動機をなくす 

◇問題の構図 

 米朝対立＞朝鮮戦争（＋中国・韓国）＞6者（＋日・露） 
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領土を守るとはどういうことか？ 
      ＜無駄な戦争をしないために政治がある＞ 

◇尖閣という無人島…主権の争い 

 ＊主権（名誉）は譲れない 

  ⇒獲ったら取り返す…かぎりない消耗 

◇「アメリカに守ってもらう」意味 

 ＊アメリカの主権を守るわけではない…覇権の争い 

  ⇒米軍基地にミサイル（戦場は日本） 

  ⇒日本が勝手に終われない 

◇得しない戦争・終わらない戦争をしない政治の責任 

 ＊無駄な戦争は、政治の失敗 
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対テロ戦争にどう関わるか？ 
         ＜自衛隊だけが答えではない＞ 

◇武力で勝てない「対テロ戦争」 

 テロリストの殺害が新たなテロリストを生む（殺害≠解決） 

 自衛隊が武器を使えば⇒暴力の連鎖へ 

◇イラクの自衛隊 

「一発も撃たなかった」という成果 

 武器を使えば安全か？･･･相手も反撃する戦場のリアル 

＊なぜ自衛隊は歓迎されたか?･･･戦争しない日本のブランド  
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９条に自衛隊を書けばいいのか？ 
    ＜国民は、どういう自衛隊を支持するのか？
＞ 
◇大多数の国民が自衛隊を支持 
 ＊どういう自衛隊か…一人も殺さない・戦死しない 
  安保法制をまじめに実行すれば交戦 
◇交戦権・軍隊を否認して海外に行けば… 
 ＊武器使用は個人の責任＝相手を殺せば殺人になる矛盾 
◇自衛隊の基盤は「国民の負託」 
「事に臨んでは危険を顧みず、身をもって責務を完遂し、もって   
 国民の負託にこたえる」（自衛隊員の服務の宣誓） 
  
 ＊国民は、自衛隊に何をさせたいのか？ 
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憲法と安全保障 
       ＜国を守るとは、国家像を守ること＞ 

◆憲法が示す国家像＝国民主権・基本的人権・平和主義 

  そういう国を自分で選択する･･･主権 

  外国のいいなりにならない･･･独立 

◇非戦という「名誉」･･･理念＝アイデンティティー 

「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して生存を保持」 

 ⇒意見の違いを力で解決しない国・大国顔をしない国 

◇専守防衛という「戦略」 

 ＊相手に恐怖を与えて戦争の誘因を作らない 

 ＊他国の戦争に関与しない 
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